
氏
は
「（
こ
ん
な
用
地
確

保
案
は
）あ
ま
り
に
も
非

現
実
的
。
机
上
で
い
く
ら

絵
を
描
い
て
も
仕
方
が
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
「
特
別
区
」

設
置
の
初
期
コ
ス
ト
は
庁

に
約
１
万
２
千
平
方
㍍
の

用
地
を
確
保
し
て
庁
舎
を

新
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
山
中

総
初
期
コ
ス
ト

は
８００
億
円
超
に

　

副
首
都
推
進
局
が
「
特

別
区
」
の
庁
舎
整
備
案
と

費
用
試
算
な
ど
を
新
た
に

提
示
。「
総
合
庁
舎
」
案

に
よ
る
と
、
庁
舎
の
新
築

・
改
修
費
用
は
計
６
３
７

億
円
。
当
初
の
「
特
別
区

素
案
」
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
庁
舎
整
備
コ
ス
ト
３

４
１
億
円
よ
り
２
９
６
億

円
も
増
え
ま
す
。

　

第
４
区（
天
王
寺
・
生

野
・
阿
倍
野
・
東
住
吉
・

平
野
）の
場
合
、
現
在
の

阿
倍
野
区
役
所
を
本
庁
舎

と
し
て
使
い
、
そ
の
近
隣

舎
関
連
以
外
の
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
を
含
め
る
と
８

０
０
億
円
を
超
え
る
と
指

摘
。「『
特
別
区
』
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
皆
無
で
、
膨

大
な
初
期
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
大
阪
市
を
廃
止
し

て
『
特
別
区
』
に
分
割
す

る
こ
と
は
無
理
な
相
談
で

あ
り
、
市
民
の
理
解
は
到

底
得
ら
れ
な
い
」
と
断
じ

ま
し
た
。

安
心
・
安
全
の

街
づ
く
り
こ
そ

　

さ
ら
に
山
中
氏
は
、
大

阪
北
部
地
震
や
西
日
本
豪

雨
災
害
に
直
面
す
る
中

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

や
老
朽
水
道
管
の
更
新
な

ど
行
政
の
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、「『
大
都

市
制
度
改
革
』
な
ど
と
不

毛
な
制
度
い
じ
り
を
し
て

い
る
場
合
で
は
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

西
日
本
豪
雨
災
害
で
は

猛
暑
の
中
、
多
く
の
人
々

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」
に
再
編
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪

都
」
構
想
の
制
度
設
計
を
議
論
す
る
大
都
市
制
度（
特
別
区
設
置
）協
議
会

（
法
定
協
議
会
）の
第
14
回
会
合
が
８
月
24
日
、
府
庁
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
山
中
智
子
大
阪
市
議
は
、
制
度
い
じ
り
の
不
毛
な
議

論
を
終
わ
り
に
し
て
、
防
災
を
は
じ
め
安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り
へ
取
り

組
む
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

「
特
別
区
」
の
庁
舎
案

な
ど
が
議
題
と
な
っ
た

第
14
回
法
定
協
＝
８
月

24
日
、
府
庁
内

が
「
被
災
者
を
助
け
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被

災
地
に
駆
け
付
け
て
い
る

と
力
説
。「
こ
う
い
う
マ

ン
パ
ワ
ー
と
響
き
合
っ

て
、
安
全
・
安
心
・
命
を

守
る
と
い
う
確
固
と
し
た

立
場
に
立
っ
た
政
策
の
方

向
性
や
中
身
こ
そ
が
大

切
。
不
毛
な
議
論
は
お
し

ま
い
に
し
て
、
安
心
・
安

全
の
街
づ
く
り
に
、
府
も

大
阪
市
も
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
発
揮
し
て
、
全
力
で
取

り
組
む
べ
き
だ
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

○
…
大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別

区
」
に
再
編
し
、
同
市
と
府
の
「
広

域
機
能
を
一
元
化
」
す
る
と
い
う
の

が
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
。

一
元
化
し
て
何
を
や
る
か
。
な
に
わ

筋
線
や
高
速
道
路
淀
川
左
岸
線
延
伸

部
な
ど
「
広
域
イ
ン
フ
ラ
」
の
整

備
、
さ
ら
に
は
カ
ジ
ノ
誘
致
で
す
。

　

法
定
協
の
第
14
回
会
合
で
、
日
本

共
産
党
の
山
中
智
子
大
阪
市
議
は
、

人
口
減
が
進
む
中
で
無
駄
な
大
型
開

発
を
推
進
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い

と
力
説
。「
広
域
イ
ン
フ
ラ
に
執
着

す
る
よ
り
、
震
災
対
策
な
ど
、
災
害

に
強
い
街
づ
く
り
に
力
点
を
置
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
問
い
掛
け
ま
し

た
。

○
…
副
首
都
推
進
局
は
「
ど
の
施
策

に
力
を
注
ぐ
べ
き
か
、
局
と
し
て
答

え
る
立
場
に
な
い
」
と
答
弁
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
広
域
機
能
の
一
元

化
」
は
「
東
京
一
極
集
中
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
中
、
大
阪
の
課
題
解

決
の
た
め
に
必
要
」
な
ど
と
、
抽
象

的
な
説
明
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
し

た
。

　

大
阪
北
部
地
震
や
西
日
本
豪
雨
な

ど
災
害
に
直
面
し
た
こ
の
夏
。「
命

に
関
わ
る
」
よ
う
な
酷
暑
の
中
、
府

民
、
市
民
の
暮
ら
し
や
安
全
を
守
る

自
治
体
の
役
割
は
い
よ
い
よ
明
ら
か

で
す
。
施
策
の
中
身
抜
き
に
、
議
論

が
延
々
と
続
け
ら
れ
る
「
大
都
市
制

度
改
革
」
と
は
一
体
何
な
の
か
。

○
２
０
１
５
年
の
住
民
投
票
で
「
特

別
区
」
設
置
は
否
決
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ず
、
維
新
が
蒸
し
返
し
て
き
た

「
都
」
構
想
議
論
。
副
首
都
推
進
局

は
こ
の
間
、
制
度
案
づ
く
り
に
追
わ

れ
、
こ
の
日
の
会
合
に
も
庁
舎
整
備

案
や
財
政
試
算
な
ど
の
追
加
資
料
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
貴
重
な
資
源
・
税
金
・
時
間
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
う
し
て
費
や
し

続
け
る
こ
と
は
市
民
に
申
し
訳
な
い

し
、（
副
首
都
推
進
局
の
）事
務
局
の

皆
さ
ん
も
本
当
に
大
変
だ
と
思
う
」

と
山
中
氏
。
報
道
陣
に
も
配
ら
れ
た

膨
大
な
資
料
を
手
に
、
不
毛
な
議
論

は
本
当
に
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。（
す
）

記
者
メ
モ

不
毛
な
議
論
は
も
う
終
わ
り
に

庁舎整備だけで637億円
大
阪
市
廃
止
は
無
理
な
相
談

日
本
共
産
党･

山
中
氏「
理
解
は
得
ら
れ
ぬ
」

第
14
回
法
定
協
開
く

山中智子氏

shikai
テキストボックス
(2018年9月2日付大阪民主新報)



